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光応答性ラテックス粒子の分解挙動の検討

FACS Aria IIIu

提案したバイオマテリアルにポリマー修飾を行った結果、ポリマー反応液濃度、分子量に応じて修飾量が異なることが分かった。ポリ

マーの修飾量が多いほど血液適合性が向上した一方で、マテリアル表面の官能基をポリマーが占有してしまうことから薬剤搭載量が

減少するといった、トレードオフの関係性が見受けられた。その他にも、ポリマー分子量は高い方が、少ない修飾量で血液適合性を向上

できる可能性が示された。
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